
18
日　

新
人
議
員
周
知
会

　
　
　

全
員
懇
談
会

21
日　

各
派
会
長
会

26
日　

各
派
会
長
会

28
日　

全
員
協
議
会

１
日　

各
派
会
長
会

８
日　

臨
時
会

15
日　

新
人
議
員
研
修
会

16
日　

新
人
議
員
研
修
会

17
日　

広
報
広
聴
委
員

　
　
　

各
派
会
長
会

18
日　

新
人
議
員
研
修
会

19
日　

新
人
議
員
研
修
会

25
日　

新
人
議
員
研
修
会

26
日　

各
派
会
長
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

31
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

各
派
会
長
会

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
定
例
会
初
日（
〜
26
日
ま
で
）

12
日　

各
派
会
長
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

14
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

19
日　

総
務
委
員
会

　
　
　

総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
　

都
市
経
済
委
員
会

　
　
　

都
市
経
済
委
員
会
協
議
会

　
　
　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

20
日　

生
活
環
境
委
員
会

　
　
　

教
育
民
生
委
員
会

　
　
　

教
育
民
生
委
員
会
協
議
会

21
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

26
日　
市
庁
舎
及
び
市
民
会
館
整

　
　
　

備
等
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会　
　

4月4月5月5月6月6月 ●
議
会
の
動
き　
４
・
５
・
６
月

議
案
の
内
容・結
果

2017.8 ❺ No.67

審議した議案とその結果平成29年6月定例会

議 案 番 号

審議結果 原
案
可
決

不
採
択

原
案
同
意

選　
　

挙

原
案
同
意

原
案
同
意

原
案
同
意

原
案
同
意

原
案
同
意

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

議
員
派
遣
第
１
号

請
願
第
６
号

議
案
第
61
号

議
案
第
60
号

議
案
第
59
号

議
案
第
58
号

議
案
第
57
号

議
案
第
56
号

議
案
第
55
号

議
案
第
54
号

議
案
第
53
号

議
案
第
52
号

議
案
第
51
号

議
案
第
50
号

議
案
第
49
号

議
案
第
48
号

議
案
第
47
号

議
案
第
46
号

議員名

議長のため採決に参加せず

－

１　武田　孝三
２　竹田　英司
３　東　　由美
４　中谷真裕美
５　神田　泰孝
６　岡田　　剛
７　大西　　浩
８　香川　　勝
９　三宅　真弓
10　川田　匡文
11　真鍋　順穗
12　松永　恭二
13　多田　光廣
14　横田　隼人
15　小橋　清信
16　横川　重行
17　松浦　正武
18　加藤　正員
19　山本　直久
20　大前　誠治
21　福部　正人
22　内田　俊英
23　水本　徹雄
24　国方　功夫
25　片山　圭之



一　

般　

質　

問

①
本
年
４
月
16
日
執
行
の
市
長
・
市

議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
②
「
丸
亀

市
地
域
防
災
計
画
と
防
災
対
策
に
つ

い
て
」
│
市
民
の
生
命
・
財
産
は
守

れ
る
か
│

真
鍋　

順
穗

①
自
殺
対
策
の
相
談
窓
口
の
充
実
及

び
周
知
の
施
策
②
公
共
交
通
に
お
け

る
住
民
目
線
の
施
策
③
犬
の
糞
放
置

①
「
第
２
次
丸
亀
市
総
合
計
画
」
に

つ
い
て

加
藤　

正
員

①
ふ
る
さ
と
納
税
で
丸
亀
を
元
気

に
②
子
ど
も
食
堂
を
「
地
域
福
祉

の
集
い
の
場
」に
③
南
中
学
校
区
に

お
け
る
都
市
公
園
整
備
に
つ
い
て

武
田　

孝
三

①
国
道
４
３
８
号
バ
イ
パ
ス
事
業

に
伴
う
飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
整
備
②
子
育
て
関
連
③
ボ

ー
ト
レ
ー
ス
事
業

竹
田　

英
司

①
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
②
男

女
共
同
参
画
③
英
語
教
育

東　
　

由
美

①
丸
亀
市
綾
歌
総
合
文
化
会
館
に

つ
い
て
②
新
丸
亀
市
民
会
館
整
備

に
つ
い
て
③
綾
歌
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

香
川　
　

勝

①
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
に
つ
い
て
②
丸
亀
城
の
お

堀
の
水
質
浄
化
③
丸
亀
駅
並
び
に
丸

亀
港
周
辺
の
活
性
化

川
田　

匡
文

①
給
食
費
無
償
化
で
の
子
育
て
支

援
②
働
き
方
改
革

大
西　
　

浩

①
オ
ー
ル
丸
亀
で
の
健
幸
（
康
）

水
本　

徹
雄

①
「
市
民
相
談
室
」「
ま
る
育
サ
ポ

ー
ト
室
」
に
つ
い
て
②
「
地
場
産

業
」「
文
化
」「
観
光
」
に
活
か
せ

る
丸
亀
の
海
辺
開
発
に
つ
い
て
③
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
④
博
物
館
構

想 ①
市
長
公
約
で
あ
る
市
民
会
館
②
飯

野
・
垂
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
③
幼
児
教
育
無
償
化

①
丸
亀
市
長
・
市
議
会
選
挙
に
つ
い

て
②
安
全
・
子
育
て
支
援
③
水
道
広

域
化 横

川　

重
行

①
大
学
誘
致
②
企
業
誘
致
③
中
央
保

国
方　

功
夫

①
「
臨
時
保
育
士
」
の
待
遇
へ
の

考
え
方
②
都
市
公
園
法
改
正
に
よ

る
「
新
し
い
保
育
所
」
③
小
中
学

校
の
先
生
方
の
過
酷
勤
務
と
地
域

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
④
た
め
池
は

「
お
荷
物
」
か
「
お
宝
」
か
？
⑤

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
選
挙

内
田　

俊
英

①
丸
亀
駅
前
放
置
自
転
車
対
策
②

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
周
知
③

丸
亀
市
指
定
ゴ
ミ
袋
④
児
童
相
談

所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル「
１
８
９
」

の
周
知

神
田　

泰
孝

①
く
ら
し
を
支
え
る
公
共
交
通
網

を
つ
く
る
た
め
に
②
子
育
て
支
援

の
充
実

中
谷
真
裕
美

17
人
の
議
員
が
市
の
考
え
を
問
う

太
字
の
項
目
は
本
文
中
に
要
約
文
を
掲
載

質
問
者
・
項
目

一般質問

福
部　

正
人

横
田　

隼
人

片
山　

圭
之

対
策
④
紙
お
む
つ
ご
み
の
無
料
収
集

⑤
丸
亀
城
周
辺
の
市
営
駐
車
場
に
誘

導
す
る
案
内
看
板
の
設
置
の
充
実
⑥

放
課
後
留
守
家
庭
児
童
会
の
一
日
利

用
制
度
の
導
入
⑦
学
校
図
書
館
へ
の

新
聞
配
備
推
進

増
進
に
向
け
た
取
り
組
み
②
築
城
４

２
０
周
年
を
迎
え
る
丸
亀
城
の
魅
力

創
出
③「（
仮
称
）わ
か
り
や
す
い
予

算
書
」
の
作
成
④「（
仮
称
）ま
る
が

め
応
援
市
民
」
に
つ
い
て

育
所
の
建
て
替
え
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【連絡先】
丸亀市議会事務局
TEL 24-8828
丸亀市大手町2-3-1

メールアドレス
gikai@city.marugame.lg.jp

議
会
に
関
す
る
意
見･

感
想
を
募
集
し
ま
す
。



一
　
般
　
質
　
問

飯
山
南
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

子
育
て
支
援
に

学
校
給
食
の
無
償
化
を

南
中
学
校
区

公
園
整
備
は

多
世
代
交
流
の

場
所
づ
く
り
を

2017.8 ❼ No.67

　
竹
田
議
員
　
国
道
４
３
８
号
バ
イ

パ
ス
整
備
に
よ
り
移
転
と
な
る
飯
山

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま
た
、
地
域
の

意
見
、
要
望
を
話
し
合
え
る
場
は
あ

る
の
か
。

　
市
長　

平
成
30
年
か
ら
31
年
度
に

か
け
て
の
２
年
で
造
成
及
び
建
築
工

事
を
行
い
、
32
年
度
に
は
新
セ
ン
タ

ー
の
供
用
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
地
域
と
話
し
合
う
場
と
し
て

は
、
昨
年
９
月
に
地
域
の
意
見
、
要

望
を
取
り
ま
と
め
る
地
元
組
織
と
し

て
移
転
整
備
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、

地
域
と
し
て
の
一
体
的
な
意
見
や
要

望
の
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
て
い

る
。
今
後
、
施
設
の
基
本
設
計
を
策

定
し
て
い
く
中
で
、
整
備
委
員
会
と

協
議
を
重
ね
、
広
く
関
係
者
の
意
見

や
要
望
を
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
大
西
議
員
　
子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
実
現

す
る
自
治
体
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
る
。
本
来
は
国
の
責
任
で
行
う
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
国
の
実
施

を
待
つ
こ
と
な
く
本
市
独
自
に
無
償

化
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
、
市

長
の
考
え
は
。

　
市
長　

学
校
給
食
費
の
無
償
化

は
、
財
源
面
を
考
慮
す
る
と
実
施
は

難
し
い
が
、
給
食
費
を
含
め
た
学
校

納
付
金
の
値
下
げ
を
目
指
し
た
い
。

　

学
校
納
付
金
の
値
下
げ
は
、
将
来

に
わ
た
り
毎
年
度
多
額
の
経
費
負
担

が
見
込
ま
れ
、
実
施
に
は
他
の
事
務

事
業
の
相
当
額
の
廃
止
や
見
直
し
等

を
行
う
必
要
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
慎
重
な
検
討
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
今
後
と
も
長
期
的
視

点
を
持
ち
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
武
田
議
員
　
都
市
公
園
は
、
子
供

の
遊
び
場
や
年
長
者
の
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
交
流
の
場
、
さ
ら
に
は
災
害
時

の
一
時
避
難
地
と
し
て
地
域
で
の
活

用
が
期
待
さ
れ
る
が
、
南
中
学
校
区

で
の
都
市
公
園
整
備
の
計
画
と
今
後

の
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
長　

本
市
緑
の
基
本
計
画
に
お

い
て
、
南
中
学
校
区
の
ほ
と
ん
ど
の

地
域
で
優
先
的
に
公
園
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
時
点
で

は
、
新
規
に
公
園
整
備
を
行
う
具
体

的
計
画
は
な
い
が
、
本
年
度
は
く
る

り
ん
広
場
に
幼
児
用
遊
具
を
設
置

し
、
子
育
て
世
代
が
利
用
し
や
す
い

公
園
の
整
備
を
行
う
。
今
後
の
公
園

整
備
に
お
い
て
は
財
政
面
を
考
慮

し
、
空
き
地
の
有
効
活
用
や
地
域
住

民
が
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み

を
検
討
し
た
い
。

Ｑ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ａ

くるりん広場

飯山南コミュニティセンター

　
東
議
員
　
多
世
代
が
交
流
す
る
こ

と
に
よ
り
、
子
供
の
情
緒
形
成
や
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
、

様
々
な
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
、
本

市
で
は
現
在
ど
の
よ
う
な
交
流
の
場

が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　
市
長　

現
在
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
助
成
事
業
に
よ
り
、
高

齢
者
や
障
害
者
、
子
育
て
世
帯
な
ど

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
地
域
の
触
れ

合
い
、
支
え
合
い
の
場
作
り
を
推
進

し
て
い
る
。
平
成
28
年
度
に
は
、
市

内
17
地
区
、
１
２
３
カ
所
で
開
催
さ

れ
、
世
代
を
超
え
て
親
睦
を
深
め
て

い
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
空
き

店
舗
な
ど
を
活
用
し
た
多
世
代
交
流

サ
ロ
ン
の
運
営
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
の
で
、
市
も
連
携
を
図
り

今
後
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

ＱＡ



一
　
般
　
質
　
問

綾
歌
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
に
つい
て
問
う

築
城
4
2
0
周
年
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
増
や
す
取
り
組
み

海
の
駅・新
市
民
会
館
で

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を

避
難
所
の
運
営
は

備
蓄
品
の
確
保
は

耐震改修工事予定の綾歌市民総合センター
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香
川
議
員
　
綾
歌
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

工
事
期
間
や
代
替
施
設
の
周
知
が
不

足
し
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
う
取
り

扱
う
の
か
。
ま
た
、
併
設
す
る
栗
熊

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
も
省
エ
ネ

対
策
や
高
齢
者
な
ど
に
配
慮
し
た
改

修
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
は
。

　
総
務
部
長　

工
事
の
周
知
は
広
報

や
同
セ
ン
タ
ー
内
で
行
っ
て
き
た

が
、
不
十
分
で
あ
る
と
の
指
摘
を
踏

ま
え
、
今
後
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
綾
歌

地
域
内
に
チ
ラ
シ
配
布
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
９
月
か
ら

約
１
年
間
の
工
事
を
予
定
し
て
お

り
、
９
月
19
日
よ
り
綾
歌
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
仮
庁
舎
と
し
て
業
務
を

行
う
。

　
生
活
環
境
部
長　

省
エ
ネ
対
策
と

し
て
、
天
井
の
改
修
に
あ
わ
せ
た
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
太
陽
光
発
電
装
置

の
新
設
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

傾
斜
が
急
な
ス
ロ
ー
プ
の
付
け
替
え

や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
、
様
々
な

年
代
の
方
が
利
用
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
。

ＱＡ

　
水
本
議
員
　
９
月
に
開
催
さ
れ
る

丸
亀
城
築
城
４
２
０
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
、
昨
年
好
評
だ
っ
た

「
み
ち
あ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

よ
う
に
、
商
店
街
や
中
津
万
象
園
庭

園
に
ち
ょ
う
ち
ん
な
ど
の
明
か
り
を

置
き
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
増
加
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
産
業
文
化
部
長　

今
年
の
み
ち
あ

か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
民
間
主
体
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
11
月
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、
中
津
万
象
園
も
安
全

面
の
理
由
か
ら
夜
間
開
館
は
難
し
い

と
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、
各
団
体

の
実
施
す
る
事
業
と
連
携
す
る
こ
と

は
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
有
効
で
あ
る

の
で
、
み
ち
あ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
あ
わ
せ
た
石
垣
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

な
ど
、
連
携
し
た
取
り
組
み
が
で
き

な
い
か
検
討
し
た
い
。

ＱＡ

　
川
田
議
員
　
丸
亀
港
フ
ェ
リ
ー
タ

ー
ミ
ナ
ル
や
う
ち
わ
の
港
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
周
辺
を
海
の
駅
と
し
て
一
体
整

備
す
る
こ
と
や
、
新
市
民
会
館
を
福

島
駐
車
場
、
み
な
と
公
園
の
市
有
地

に
設
置
す
る
こ
と
で
、
駅
周
辺
の
に

ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
は
。

　
都
市
整
備
部
長　

海
の
駅
な
ど
で

地
域
資
源
を
一
体
的
に
活
用
す
る
こ

と
で
集
客
性
や
回
遊
性
を
高
め
る
と

い
う
提
案
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
際
の
参
考
と
し
た
い
。

　

ま
た
市
民
会
館
の
設
置
場
所
は
、

周
辺
環
境
や
現
在
の
み
な
と
公
園
の

利
用
状
況
を
考
え
る
と
、
提
案
の
場

所
は
最
適
と
は
言
え
な
い
が
、
今

後
、
特
別
委
員
会
な
ど
で
さ
ら
に
検

討
を
加
え
、
結
論
付
け
た
い
。

ＱＡ

京極大橋からみなと公園付近を望む

　
真
鍋
議
員
　
災
害
時
の
避
難
所

は
、
緊
急
避
難
場
所
で
あ
る
と
と
も

に
、
仮
の
生
活
を
送
る
避
難
所
と
し

て
の
役
割
も
あ
る
が
、
施
設
や
備
蓄

品
の
確
保
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
市
長　

本
市
の
避
難
所
の
う
ち
、

仮
の
生
活
を
送
る
避
難
所
は
94
施

設
、
要
配
慮
者
が
利
用
の
対
象
と
な

る
福
祉
避
難
所
は
22
施
設
指
定
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
新
た
な
福
祉
避
難

所
の
指
定
に
努
め
る
ほ
か
、
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
、
乳
幼

児
の
い
る
世
帯
や
女
性
へ
の
配
慮
を

定
め
る
な
ど
課
題
の
解
決
に
努
め
た

い
。
備
蓄
品
は
、
国
か
ら
の
救
援
物

資
が
供
給
さ
れ
る
ま
で
、
県
と
市
の

現
物
備
蓄
、
災
害
時
協
定
な
ど
に
よ

る
流
通
備
蓄
で
対
応
す
る
。
備
蓄
品

目
や
配
置
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

検
討
し
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
片
山
議
員
　
市
長
が
設
置
し
た
市

民
相
談
室
、
ま
る
育
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
問
う
。
市
民
か
ら
の
相
談
は
市

役
所
の
各
課
が
対
応
し
て
い
る
し
、

議
員
も
ま
た
市
民
か
ら
の
相
談
を
市

に
つ
な
い
で
い
る
。
財
政
が
厳
し
い

中
、
こ
の
２
つ
の
相
談
窓
口
は
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
市
長　

市
民
相
談
室
は
、
市
の
広

聴
業
務
を
担
い
、
市
民
の
意
見
を
デ

ー
タ
と
し
て
蓄
積
、
分
析
し
て
い

る
。
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
仕
組
み
と
し
て
、
さ
ら
に
機
能

を
発
展
さ
せ
た
い
。
ま
る
育
サ
ポ
ー

ト
は
、
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
有

す
る
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
委
託
し
、
子
育
て
に
関
す
る

様
々
な
相
談
を
受
け
て
い
る
。
今
後

も
よ
り
一
層
の
機
能
強
化
を
図
り
、

子
育
て
世
帯
の
相
談
に
答
え
た
い
。

Ａ

Ａ


